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中原小学校だより（中原小校長室） 井芹

学校教育目標
ふるさとを愛し、夢に向かって自ら学び 、
心ゆたかでたくましく伸びる「中原っ子」の育成

明日から３６日間の夏休みがスタートします。４月
のスタートからあっという間に夏休みになったような
気がします。前期前半はコロナウィルス感染症の勢い
も多少収まりつつあるように思えましたが、７月に入
って感染症の拡大傾向にあります。ご家族の皆様や地
域の皆様には、感染症予防対策にご理解ご協力をいた
だきながら学校での行事等が進められたことに対して
感謝申しあげます。
子どもたちにとっては楽しい夏休みとなりますが、

計画的で有意義な夏休みになるようにしてほしいもの
です。そこで、以下の点についてご留意いただきなが
ら夏休みを過ごしていただければと思います。

楽しい夏休みになるように、規則正しい生活を送ってください。また、交通安全
等にも十分気をつけて過ごしてください。学校や学級で配られた「夏休みのくらし」
を家族でしっかり読んで毎日の生活を送るようにお願いします。

家族で過ごす時間が多くなります。子どもたちにも家族の一員としての役割を持
たせてください。子どもたちが、家族の中で担当の仕事を持つことはとても意義の
あることです。日々の生活の意欲にもつながるものです。コツコツと毎日継続でき
るような仕事に取り組ませてください。
また３つのする、「あいさつする」「なかよくする」「かんしゃする」についても

家族で意識しなが生活していただければと思います。

たくさんの経験が子どもたちを大きく育てます。興味のある
ことがおもいっきりできるよい機会です。子どもたちと話しな
がら、身近な生活のなかでもできる体験に取り組んでみてくだ
さい。

６月２６日から６月２８日の３日間、南小国町の５年生連合で芦北・水俣での
集団宿泊教室が実施されました。天候にも恵まれ予定どおりの日程で実施すること
ができました。
１日目は、環境学習や語り部さんの講

話など、これからの生活でしっかりと考
えていかなければならない環境について
のことや、水俣病についての正しい理解
につながる学習に取り組みました。２日
目、３日目は、芦北青少年の家で集団で
のルールを守りながらの生活体験と、海
での貴重な活動をして過ごすことができ
ました。
中原小学校の子どもたちも、出かける

前よりたくましくなって帰ってきたよう
に感じました。この３日間で学んだこと
を、これからの日々の生活や学習に生か
していってほしいものです。

７月１日に授業参
観を実施しました。
午後からの授業参
観、PTA 全体会、
学級懇談会と実施し
ました。
授業参観前には、

Nakabaru.comm（ﾅｶﾊﾞﾙﾄﾞｯﾄｺﾑ）の２回目も、親
の学びﾄﾚｲﾅｰの鞭馬奈美さんを中心に楽しい会が
できました。ご多用な中参加いただきありがとう
ございました。

１年生が植えたアサガオがき
れいに咲きました。


